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このドキュメントの使用法

■ 概要 – Oracle Solaris オペレーティングシステム (OS) でのネットワーク構成に関する問
題をトラブルシューティングするためのタスクについて説明します。

■ 対象読者 – システム管理者。
■ 前提知識 – 基本的および高度なネットワーク管理の概念と実践に関する理解。

製品ドキュメントライブラリ
この製品の最新情報や既知の問題は、ドキュメントライブラリ (http://www.oracle.com/
pls/topic/lookup?ctx=E56342) に含まれています。

Oracle サポートへのアクセス
Oracle のお客様は、My Oracle Support を通じて電子的なサポートを利用することができ
ます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info を参照し
てください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?
ctx=acc&id=trs を参照してください。

フィードバック
このドキュメントに関するフィードバックを http://www.oracle.com/goto/docfeedback か
らお聞かせください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
http://www.oracle.com/goto/docfeedback
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 1 ♦  ♦  ♦        第    1    章 

ネットワーク管理の問題のトラブルシューティング

この章では、ネットワーク構成、ネットワーク接続、および各種のエラー状態に関する問題を含む、
ネットワーク上で発生する可能性のあるさまざまな問題をトラブルシューティングする方法につ
いて説明します。

Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11 に移行している場合は、このリリースでのネット
ワーク管理の詳細について『Oracle Solaris 10 から Oracle Solaris 11.2 への移行 』の第
7 章「ネットワーク構成の管理」を参照してください。
この章の内容は、次のとおりです。

■ 9 ページの「ネットワーク管理に関する一般的な質問への答え」
■ 14 ページの「ネットワーク接続および構成に関する問題のトラブルシューティング」
■ 19 ページの「インタフェース構成のエラー状態のトラブルシューティング」
■ 22 ページの「IPv6 配備に関する問題のトラブルシューティング」
■ 24 ページの「IPMP 構成のトラブルシューティング」
■ 26 ページの「VRRP と Oracle Solaris バンドル版 IP フィルタに関する問題のトラブ

ルシューティング」
■ 27 ページの「TCP/IP ネットワーク上の問題をモニターおよび検出するためのリソース」
■ 29 ページの「データリンクとフロー上のネットワークトラフィックのモニタリング」

ネットワーク管理に関する一般的な質問への答え

ネットワーク管理の固定モードを使用している場合は、次のトラブルシューティング情報を参照し
てください。リアクティブモードを使用している場合のネットワーク管理の問題のトラブルシューティ
ングについては、31 ページの「プロファイルベースのネットワーク構成に関する一般的な質
問への答え」を参照してください。詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネ
ントの構成と管理 』の「ネットワーク構成モードについて」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSTELnetwork-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSTELnetwork-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgnhiu
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgnhiu
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質問: インストール後にシステムで使用されているネットワークモードを確認するにはどうし
たらよいでしょうか。

回答: ネットワークモードは、インストール中にアクティブにされるプロファイルで確認しま
す。DefaultFixed プロファイルがアクティブにされている場合は、固定モードになっ
ています。Automatic プロファイルがアクティブにされている場合は、リアクティブ
モードになっています。現在システム上でアクティブになっているモードを確認するに
は、netadm list コマンドを次のように使用します。

# netadm list

質問: インストール後にシステムがデフォルトでリアクティブモードになります。この問題はど
のようにして修正できますか。

回答: DefaultFixed プロファイルを有効にすることによって、固定モードに切り替える必要
があります。アクティブなプロファイルを切り替えるには、netadm コマンドを次のように
使用します。

# netadm enable -p ncp DefaultFixed

質問: インストール中にシステムを手動で構成し、netadm list では固定モードを使用して
いることが示されますが、システムのネットワークが依然として正しく構成されていま
せん。どうしたらよいでしょうか。

回答: その答えは、どのネットワークコンポーネントが正しく構成されていないかによって異
なります。固定モードでは、dladm および ipadm コマンドを使用してネットワークを構成
します。インストール時に設定できる構成パラメータのタイプを考慮すると、もっとも可
能性が高いのは IP インタフェースまたはアドレスが正しく構成されていないことで
す。

どのネットワークコンポーネントを再構成する必要があるかを特定するには、まず現在
のネットワーク構成を次のように表示します。

# ipadm

IP アドレスが正しくない場合は、そのアドレスを削除してから正しい IP アドレス (静
的 IP アドレスや DHCP アドレスなど) を作成する必要があります。

次の例は、IP 構成の IPv6 addrconf 部分を削除する方法を示しています。この例
では、ipadm コマンドを実行することによって IPv6 addrconf アドレスが特定されて
います。

# ipadm
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NAME              CLASS/TYPE STATE        UNDER      ADDR

lo0               loopback   ok           --         --

lo0/v4            static     ok           --         127.0.0.1/8

lo0/v6            static     ok           --         ::1/128

net0              ip         ok           --         --

net0/v4           dhcp       ok           --         10.1.1.10/24

net0/v6           addrconf   ok           --         fe80::8:20ff:fe90:10df/10

# ipadm delete-addr net2/v6

# ipadm

NAME              CLASS/TYPE STATE        UNDER      ADDR

lo0               loopback   ok           --         --

lo0/v4            static     ok           --         127.0.0.1/8

lo0/v6            static     ok           --         ::1/128

net0              ip         ok           --         --

net0/v4           dhcp       ok           --         10.1.1.10/24

次に、ほかの既存の IP 構成を削除せずに、ネットマスクプロパティーだけを次のよう
に設定します。

# ipadm set-addrprop -p prefixlen=len addrobj-name

完全な手順については、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構
成と管理 』の第 3 章「Oracle Solaris での IP インタフェースとアドレスの構成およ
び管理」を参照してください。

質問: システム上で永続的なデフォルトルートを構成するにはどうしたらよいでしょうか。
回答: /etc/defaultrouter ファイルは Oracle Solaris 11 では非推奨であるため、この

ファイルの編集によってデフォルトルートを管理することはできなくなりました。また、
新規インストールのあと、このファイルをチェックしてシステムのデフォルトルートを確
認することもできなくなりました。
ルート (デフォルトまたはそれ以外) を次のように表示および構成します。

■ 永続的に作成されたルートを次のように表示します。

# route -p show

■ 永続的なデフォルトルートを次のように追加します。

# route -p add default ip-address

■ システム上の現在アクティブなルートを次のように表示します。

# netstat -rn

『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「永続的
(静的) ルートの作成」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGipconfig-123
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGipconfig-123
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGipconfig-123
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgmyag
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgmyag
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質問: システムの MAC アドレスを表示するにはどうしたらよいでしょうか。
回答: システム内の物理リンクの MAC アドレスは次のように表示します。

# dladm show-phys -m

Oracle Solaris 10 では、同様の情報を表示するために ifconfig コマンドが使用
されます。

システム内のすべてのリンク (物理および物理以外) の MAC アドレスは次のように
表示します。

# dladm show-linkprop -p mac-address

質問: dladm show-dev コマンドを使用してシステム内の物理リンクを表示することができ
なくなりました。現在はどのようなコマンドを使用したらよいでしょうか。

回答: dladm show-phys コマンドを次のように使用します。

# dladm show-phys

LINK              MEDIA                STATE      SPEED  DUPLEX    DEVICE

net0              Ethernet             up         0      unknown   vnet0

質問: システム上のリンク名、デバイス、および場所の間のマッピングを表示するにはどうし
たらよいでしょうか。

回答: 次のように、-L オプションを指定して dladm show-phys コマンドを使用します。

# dladm show-phys -L

LINK         DEVICE        LOCATION

net0         e1000g0       MB

net1         e1000g1       MB

net2         e1000g2       MB

net3         e1000g3       MB

net4         ibp0          MB/RISER0/PCIE0/PORT1

net5         ibp1          MB/RISER0/PCIE0/PORT2

net6         eoib2         MB/RISER0/PCIE0/PORT1/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

net7         eoib4         MB/RISER0/PCIE0/PORT2/cloud-nm2gw-2/1A-ETH-2

質問: システムでサポートされている MTU の範囲を確認するには、どのようなコマンドを
使用したらよいでしょうか。

回答: 次の例に示すように、この情報を確認するには ipadm show-ifprop コマンドを使用
します。最後の列に、サポートされる MTU の範囲が表示されます。

# ipadm show-ifprop -p mtu interface



ネットワーク管理に関する一般的な質問への答え

第 1 章 ネットワーク管理の問題のトラブルシューティング 13

質問: インストール後にシステム上のネームサービスの設定が失われているか、または正し
く構成されていない場合はどうなるでしょうか。

回答: 固定モードを使用している場合、ネームサービスの構成は、インストール中に指定さ
れた内容になるはずです。このリリースでは、ネームサービスはサービス管理機能
(SMF) によって構成されます。ネームサービスを構成する方法、およびインストール
後にクライアントシステム上のネームサービスの構成をインポートする方法について
は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の第 4
章「Oracle Solaris クライアントでのネームサービスとディレクトリサービスの管理」を
参照してください。

注記 - リアクティブモードを使用している場合は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコン
ポーネントの構成と管理 』の「場所の作成」を参照してください。

質問: 最初からやり直してシステムのすべてのネットワーク設定を再構成するにはどうした
らよいでしょうか。

回答: Oracle Solaris インスタンス (ネットワーク設定を含む) を構成解除して再構成する
には、次のようにします。

# sysconfig unconfigure -g network,naming_services

質問: dladm create-vlan コマンドを使用した仮想 LAN (VLAN) の作成と、dladm
create-vnic -v VID ... コマンドを使用した仮想 NIC (VNIC) の作成の違いは
何ですか。また、もう一方のコマンドよりそのコマンドを使用することが必要になる、両
方のコマンドの固有の機能とは何ですか。

回答: これらの各機能は、ネットワークのニーズや、実現しようとしている内容に応じて異な
る目的に使用されます。

VLAN は、ネットワークスタックのデータリンク層 (L2) での LAN の分割で
す。VLAN を使用すると、ネットワークを、物理ネットワーク環境に追加することなくサ
ブネットワークに分割できます。そのため、サブネットワークは仮想的であり、同じ物理
ネットワークリソースを共有します。VLAN では、保守しやすい小さなグループが使用
されるため、ネットワーク管理が容易になります。

VNIC は、物理ネットワークインタフェースカード (NIC) と同じデータリンクインタ
フェースを使用する仮想ネットワークデバイスです。VNIC は、ベースとなるデータリ
ンク上に構成します。構成された VNIC は、物理 NIC のように動作します。使用
されているネットワークインタフェースに応じて、デフォルトアドレス以外の VNIC に
MAC アドレスを明示的に割り当てることができます。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGcompconfig-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGcompconfig-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgmraj
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgmraj
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どのネットワーク管理方法を使用すべきかについての詳細は、『Oracle Solaris
11.2 でのネットワーク管理の計画 』の第 1 章「Oracle Solaris ネットワーク管理の
サマリー」を参照してください。

ネットワーク接続および構成に関する問題のトラブルシューティング

ネットワーク接続および構成に関する問題をトラブルシューティングするための一般的なガイド
ラインを次に示します。

ネットワーク上の問題の最初の兆候の 1 つは、1 つまたは複数のホストでの通信の損失です。
ホストがはじめてネットワークに追加されたときに動作しない場合は、障害のある NIC の問題
か、または SMF によって管理されているネットワークデーモンに関する問題である可能性があ
ります。

以前にネットワークに接続された単一ホストで突然ネットワークの問題が発生した場合は、シス
テムのネットワークインタフェース構成の問題である可能性があります。ネットワーク上のホスト
が互いに通信できるが、ほかのネットワークと通信できない場合は、ルーターの問題である可能
性があります。ほかのネットワークにも別の問題が考えられます。

基本的なネットワーク構成チェックの実行

dladm および ipadm コマンドを使用して、1 つのシステムでのネットワーク構成の問題をトラブ
ルシューティングできます。これらの 2 つのコマンドは、オプションなしで使用された場合、現在
のネットワーク構成に関する役立つ情報を提供します。
これらのコマンドを使用して構成に関する問題をトラブルシューティングするための方法のいく
つかを次に示します。

■ dladm コマンドを使用して、システム上のすべてのデータリンクに関する一般的な情報を表
示します。

# dladm

LINK        CLASS     MTU     STATE     OVER

net0        phys      1500    up        --

■ データリンク、その汎用名、および対応するデバイスインスタンスの間のマッピングに関する
情報を次のように表示します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWRDMoverview-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWRDMoverview-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWRDMoverview-1


ネットワーク接続および構成に関する問題のトラブルシューティング

第 1 章 ネットワーク管理の問題のトラブルシューティング 15

# dladm show-phys

LINK     MEDIA        STATE     SPEED     DUPLEX     DEVICE

net0     Ethernet     up        1000      full       e1000g0

■ ipadm コマンドを使用して、システム上のすべての IP インタフェースに関する一般的な情
報を表示します。

# ipadm

NAME         CLASS/TYPE STATE     UNDER  ADDR

lo0          loopback   ok        --     --

 lo0/v4       static    ok        --     127.0.0.1/8

 lo0/v6       static    ok        --     ::1/128

net0         ip         ok        --     --

 net0/v4      static    ok        --     10.132.146.233/24

■ ipadm show- interface コマンドを使用して、特定の IP インタフェースに関する情報を表示
します。

# ipadm show-if net0

IFNAME     CLASS    STATE    ACTIVE OVER

net0       ip       ok       yes    --

■ システム上のすべてのインタフェースに関する情報を次のように表示します。

# ipadm show-if

IFNAME       CLASS        STATE     ACTIVE     OVER

lo0          loopback     ok        yes        --

net0         ip           ok        yes        --

■ システム上のすべての IP アドレスに関する情報を次のように表示します。

# ipadm show-addr

ADDROBJ          TYPE       STATE     ADDR

lo0/v4           static     ok        127.0.0.1/8

net0/v4          static     ok        192.168.84.3/24

■ ipadm show-addr interface コマンドを使用して、特定のインタフェースの IP アドレスに関
する情報を表示します。

# ipadm show-addr net0

ADDROBJ           TYPE     STATE        ADDR

net0/v4           dhcp     ok           10.153.123.225/24
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■ 特定の IP アドレスのプロパティーを次のように表示します。

# ipadm show-addrprop net1/v4

ADDROBJ           PROPERTY   PERM CURRENT         PERSISTENT      DEFAULT   POSSIBLE

net0/v4           broadcast  r-   10.153.123.255  --              10.255.255.255  --

net0/v4           deprecated rw   off             --              off   on,off

net0/v4           prefixlen  rw   24              --              8   1-30,32

net0/v4           private    rw   off             --              off   on,off

net0/v4           reqhost    r-   --              --              --   --

net0/v4           transmit   rw   on              --              on   on,off

net0/v4           zone       rw   global          --              global

詳細は、ipadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

ネットワークサービスおよびデーモンが実行されていること
の確認

ネットワーク接続に関する問題のトラブルシューティングにおける重要なステップは、システム
上で実行されているすべての SMF ネットワークサービスの現在のステータスを確認することで
す。

システム上で実行されているすべての SMF ネットワークサービスの現在のステータスは、次の
ように確認できます。

$ svcs svc:/network/*

コマンド出力によって、あるサービスが無効になっているか、または保守状態にあることが示さ
れる場合は、その特定のサービスに関する詳細情報を次のように取得できます。

$ svcs -xv service-name

たとえば、svc:/network/loopback:default SMF ネットワークサービスに関する詳細情報は、
次のように取得します。

$ svcs -xv svc:/network/loopback:default

svc:/network/loopback:default (loopback network interface)

 State: online since Thu Dec 05 19:30:54 2013

   See: man -M /usr/share/man -s 1M ifconfig

   See: /system/volatile/network-loopback:default.log

Impact: None.

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mipadm-1m
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基本的なネットワーク診断チェックの実行

ネットワークの問題の原因で表には見えにくいものに、ネットワークパフォーマンスの低下があり
ます。ネットワークで問題が発生している場合は、基本的な問題を診断して修正するために一
連のソフトウェアチェックを実行できます。たとえば、ping コマンドを使用すると、ホストでのパ
ケットの損失などの問題を定量化できます。または、netstat コマンドを使用して、ルーティング
テーブルやプロトコルの統計情報を表示できます。これらのタイプのネットワークの問題をトラブ
ルシューティングするために使用できる各種の方法の詳細は、27 ページの「TCP/IP ネッ
トワーク上の問題をモニターおよび検出するためのリソース」を参照してください。

ネットワークモニターユーティリティーを使用したネットワーク診断の実行については、第4章
「network-monitor トランスポートモジュールユーティリティーを使用したネットワーク診断の実
行」を参照してください。

サードパーティーのネットワーク診断プログラムにも、ネットワークの問題をトラブルシューティング
するためのいくつかのツールが用意されています。詳細は、サードパーティー製品のドキュメント
を参照してください。

基本的なネットワークソフトウェアチェックの実行方法
1. netstat コマンドを使用して、ネットワーク情報を表示します。

netstat コマンドは、ネットワーク接続の問題のトラブルシューティングに役立つさまざまな情
報を表示します。表示される情報の種類は、使用するオプションによって異なります。『Oracle
Solaris 11.2 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの管理 』の「netstat コマ
ンドによるネットワークステータスのモニタリング」および netstat(1M) のマニュアルページを
参照してください。

2. hosts データベースをチェックして、すべてのエントリが正しく、かつ最新の状態になっているこ
とを確認します。

/etc/inet/hosts データベースの詳細は、hosts(4) のマニュアルページを参照してください。

3. telnet コマンドを使用して、ローカルホストに接続してみます。

詳細は、telnet(1) のマニュアルページを参照してください。

4. inetd ネットワークデーモンが実行されていることを確認します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipconfig-142
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipconfig-142
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipconfig-142
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mnetstat-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36784&id=REFMAN4hosts-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1telnet-1
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# /usr/bin/pgrep inetd

883

前の出力は、inetd デーモンがプロセス ID 883 でシステム上で実行されていることを示してい
ます。

5. ネットワーク上で IPv6 が有効になっている場合は、in.ndpd デーモンが実行されていることを
確認します。

# /usr/bin/pgrep in.ndpd

822

前の出力は、inetd デーモンがプロセス ID 882 でシステム上で実行されていることを示してい
ます。

6. システムのルーターとルーティング情報を確認します。

■ システムの永続的なルートを次のように表示します。

# route -p show

18 ページの「永続的なルートを追加するときの問題のトラブルシューティング」を参照
してください。

■ ルーティングテーブル内の構成を次のように表示します。

# netstat -nr

永続的なルートを追加するときの問題のトラブルシュー
ティング
route コマンドは、ネットワークルーティングテーブルを管理するために使用されます。ネットワー
クルーティングテーブルへのすべての変更がシステムのリブートのあとも確実に永続されるよう
にするには、-p オプションを使用します。

注記 - 永続的なルートを追加するときは、追加されるすべてのルートが既存の永続的な構成と
競合しないように十分に注意することが重要です。

永続的な構成の中にルートがすでに存在するかどうかを次のように確認します。

# route -p show

persistent: route add default 10.153.123.1 -ifp net0
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永続的な構成の中にルートがすでに存在する場合は、永続的な構成ではないネットワークルー
ティングテーブル内の情報が、永続的な構成とは異なる可能性があります。

次の例は、この点をさらに詳細に示しています。この例では、net1 に永続的なルートを追加し
ようとしています。ただし、前の例の出力に従って net0 の永続的なルートがすでに存在するた
め、このコマンドは失敗します。

# route -p add default 10.153.123.1 -ifp net1

add net default: gateway 10.153.123.1

add persistent net default: gateway 10.153.123.1: entry exists

Warning: persistent route might not be consistent with routing table.

route -p show コマンドを再度実行すると、次の出力に示すように、永続的なルートは変更され
ずに引き続き net0 用に構成されていることがわかります。

# route -p show

persistent: route add default 10.153.123.1 -ifp net0

ただし、次の出力に示すように、このコマンドにより、カーネル内のルーティングテーブルは net1
を使用するように変更されました。

# netstat -nr

Routing Table: IPv4

  Destination           Gateway           Flags  Ref     Use Interface

-------------------- -------------------- ----- ----- ---------- ---------

default              10.153.123.1         UG        2          1 net1

10.153.123.0         10.153.123.78        U         3          0 net1

127.0.0.1            127.0.0.1            UH        2        466 lo0 

.

.

.

そのため、新しいルートの追加を構成する前に、既存の永続的なルートをすべて削除すること
が常に最善です。詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管
理 』の「永続的 (静的) ルートの作成」を参照してください。

インタフェース構成のエラー状態のトラブルシューティング
このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 20 ページの「ipadm create-addr コマンドを使用して IP アドレスを割り当てることがで
きない」

■ 20 ページの「IP アドレスの構成中に cannot create address object: Invalid
argument provided というエラーメッセージが表示される」

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgmyag
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgmyag
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■ 21 ページの「IP インタフェースの構成中に cannot create address: Persistent
operation on temporary object というエラーメッセージが表示される」

ipadm create-addr コマンドを使用して IP アドレスを割り
当てることができない
Oracle Solaris 10 内のネットワーク構成に使用される従来の ifconfig コマンドでは、1 つ
のコマンドを使用して IP アドレスの plumb と割り当てを行うことができます。Oracle Solaris
11 では、ipadm コマンドを使用して IP インタフェースおよびアドレスを構成します。

次の例では、インタフェースに静的 IP アドレスが割り当てられることを前提にしています。この
プロセスには、次の 2 つの手順が必要です。最初に、ipadm create-ip コマンドを使用して IP
インタフェースを作成または plumb します。次に、ipadm create-addr コマンドを使用して、そ
のインタフェースに IP アドレスを割り当てます。

# ipadm create-ip interface
# ipadm create-addr -T addr-type -a address addrobj

IP アドレスの構成中に cannot create address object:
Invalid argument provided というエラーメッセージが表
示される
アドレスオブジェクトは、IP インタフェースにバインドされた特定の IP アドレスを識別します。ア
ドレスオブジェクトは、IP インタフェース上の IP アドレスごとの一意の識別子です。同じ IP イ
ンタフェースに割り当てる 2 番目の IP アドレスを識別するには、別のアドレスオブジェクトを指
定する必要があります。同じアドレスオブジェクト名を使用する場合は、そのアドレスオブジェク
トの最初のインスタンスを削除してから別の IP アドレスに割り当てる必要があります。
次のいずれかの方法を使用します。

■ 次のように、別のアドレスオブジェクトを指定して 2 番目の IP アドレスを識別します。

# ipadm show-addr

ADDROBJ   TYPE     STATE   ADR

lo0       static   ok      127.0.0.1/10

net0/v4   static   ok      192.168.10.1

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.10.5 net0/v4b
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# ipadm show-addr

ADDROBJ   TYPE     STATE   ADR

lo0       static   ok      127.0.0.1/10

net0/v4   static   ok      192.168.10.1

net0/v4b  static   ok      192.168.10.5

■ 次のように、そのアドレスオブジェクトの最初のインスタンスを削除してから、同じアドレスオ
ブジェクトを別の IP アドレスに割り当てます。

# ipadm show-addr

ADDROBJ   TYPE     STATE   ADR

lo0       static   ok      127.0.0.1/10

net0/v4   static   ok      192.168.10.1

# ipadm delete-addr net0/v4

# ipadm create-addr -T static -a 192.168.10.5 net0/v4

# ipadm show-addr

ADDROBJ   TYPE     STATE   ADR

lo0       static   ok      127.0.0.1/10

net0/v4   static   ok      192.168.10.5

IP インタフェースの構成中に cannot create address:
Persistent operation on temporary object というエ
ラーメッセージが表示される
デフォルトでは、ipadm コマンドは永続的なネットワーク構成を作成します。構成している IP イ
ンタフェースが一時的なインタフェースとして作成された場合は、ipadm コマンドを使用して、そ
のインタフェース上に永続的な設定を構成することはできません。構成しているインタフェース
が一時的であることを確認したら、そのインタフェースを削除し、それを永続的に再作成します。
そのあと、次のように、インタフェースの構成を再開できます。

# ipadm show-if -o all

IFNAME   CLASS      STATE   ACTIVE   CURRENT        PERSISTENT   OVER

lo0      loopback   ok      yes      -m46-v------   46--         --

net0     ip         ok      yes      bm4---------   ----         --

PERSISTENT フィールドに IPv4 構成のときの 4 フラグまたは IPv6 構成のときの 6 フラグが存
在しない場合は、net0 が一時的なインタフェースとして作成されたことを示します。

# ipadm delete-ip net0

# ipadm create-ip net0
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# ipadm create-addr -T static -a 192.168.1.10 net0/v4

ipadm: cannot create address: Persistent operation on temporary object

IPv6 配備に関する問題のトラブルシューティング

サイトで IPv6 を計画または配備しているときに問題が発生した場合は、次の情報を参照して
ください。具体的な計画タスクについては、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワーク配備の計
画 』の第 2 章「IPv6 アドレスの使用の計画」を参照してください。

IPv6 インタフェースが正しく構成されていない
IPv6 インタフェースが存在したとしても、必ずしもシステムで IPv6 が使用されているわけで
はありません。そのインタフェース上で IPv6 アドレスを実際に構成するまでインタフェースは起
動されません。

たとえば、ifconfig の次の出力では、inet6 net0 インタフェースが UP としてマークされておら
ず、そのアドレスが ::/0 であることが示されています。つまり、IPv6 インタフェースは構成され
ていません。

# ifconfig net0 inet6

net0:

flags=120002000840<RUNNING,MULTICAST,IPv6,PHYSRUNNING> mtu 1500 index 2 inet6 ::/0 

in.ndpd デーモンは引き続きシステム上で実行されていますが、addrconf アドレスが構成され
ていない IP インタフェース上では動作しません。

IPv4 ルーターを IPv6 にアップグレードできない

既存の装置をアップグレードできない場合は、IPv6 に対応した装置を購入することが必要にな
る可能性があります。製造元のドキュメントを調べて、IPv6 をサポートするために実行する必要
のある装置固有の手順がないかどうかを確認してください。

特定の IPv4 ルーターは IPv6 サポート用にアップグレードできません。使用しているトポロジで
この状況が発生する場合は、代わりの方法として、IPv6 ルーターを IPv4 ルーターの次に物理
的に接続できます。このようにすれば、IPv6 ルーターから IPv4 ルーター経由でトンネルできま
す。IP トンネルを構成する手順については、『Oracle Solaris 11.2 での TCP/IP ネットワー
ク、IPMP、および IP トンネルの管理 』の第 5 章「IP トンネルの管理」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWPLNipv6-planning-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWPLNipv6-planning-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgmlkf
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgmlkf
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サービスを IPv6 サポート用にアップグレードしているとき
に問題が発生する
サービスを IPv6 サポート用に準備しているときに、次の問題が発生する場合があります。

■ 特定のアプリケーションは、IPv6 に移植されたあとであっても、デフォルトでは IPv6 サ
ポートを有効にしません。このようなアプリケーションは、IPv6 が有効になるように構成する
必要があります。

■ 複数のサービス (一部のサービスは IPv4 のみ、ほかは IPv4 と IPv6 の両方) を実行する
サーバーでは、問題が発生する場合があります。クライアントによっては両方のタイプのサー
ビスを使用することが必要になり、これがサーバー側の混乱をもたらす場合があります。

現在の ISP が IPv6 をサポートしない

IPv6 を配備したいが、現在のインターネットサービスプロバイダ (ISP) によって IPv6 アドレス
指定が提供されていない場合は、次の代わりの方法を考慮してください。

■ サイトからの IPv6 通信用に 2 番目の回線を提供している別の ISP を採用します。この解
決方法には、高い費用がかかります。

■ 仮想 ISP を取得します。仮想 ISP はサイトに IPv6 接続を提供しますが、リンクは提供しま
せん。その代わりに、サイトから IPv4 ISP 経由で仮想 ISP に到達するトンネルを作成しま
す。

■ 自分のサイトから ISP 経由でほかの IPv6 サイトに到達する 6to4 トンネルを使用します。
アドレスとしては、6to4 ルーターの登録済みの IPv4 アドレスを IPv6 アドレスのパブリック
トポロジの部分として使用できます。詳細は、『Oracle Solaris 11.2 での TCP/IP ネット
ワーク、IPMP、および IP トンネルの管理 』の「6to4 トンネルを構成する方法」を参照してく
ださい。

6to4 リレールーターへのトンネルを作成するときのセキュ
リティー問題

本来、6to4 ルーターと 6to4 リレールーター間のトンネルは安全ではありません。次のタイプのセ
キュリティーの問題は、このようなトンネルに固有のものです。

■ 6to4 リレールーターはパケットのカプセル化とカプセル化の解除を行いますが、パケット内
に含まれるデータのチェックは行いません。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgfccb
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgfccb
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■ アドレスのスプーフィングは、6to4 リレールーターとの間で構築されるトンネルにおける際
立った問題です。着信トラックについては、6to4 ルーターはリレールーターの IPv4 アドレ
スを送信元の IPv6 アドレスと対応させることができないという問題があります。このた
め、IPv6 ホストのアドレスは簡単にスプーフィングされかねません。6to4 リレールーターのア
ドレスもスプーフィングの可能性があります。

■ デフォルトでは、6to4 ルーターと 6to4 リレールーターの間に信頼できるメカニズムは存在
しません。そのため、6to4 ルーターは 6to4 リレールーターが信頼できるものであるかどうか
や、場合によっては、それが正規の 6to4 リレールーターであるかどうかさえ識別できませ
ん。6to4 サイトと IPv6 宛先の間に信頼できる関係が存在する必要があります。そうでな
い場合は、両方のサイトが、可能性のある攻撃に無防備なままになります。

これらの問題や 6to4 リレールーターに固有のその他のセキュリティーの問題は、RFC 3964,
Security Considerations for 6to4 (http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc3964.txt) で説
明されています。6to4 の使用に関する更新された情報については、RFC 6343, Advisory
Guidelines for 6to4 Deployment (http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc6343.txt) も参
照してください。
一般には、6to4 リレールーターのサポートは次のような場合だけ検討してください。

■ 信頼できるプライベートな IPv6 ネットワークとの間で 6to4 サイトが通信を行う場合。たと
えば、独立した 6to4 サイトとネイティブ IPv6 サイトから構成されるキャンパスネットワーク
上などでこのサポートを有効にすると便利かもしれません。

■ ビジネス上の理由で、6to4 サイトと特定のネイティブ IPv6 ホストとの通信を避けることが
できない場合。

■ 6to4 に関するセキュリティー上の考慮事項 (http://www.ietf.org/rfc/rfc3964.txt)
および6to4 配備に関するアドバイザリガイドライン (http://www.ietf.org/rfc/
rfc6343.txt) で推奨されているチェックおよび信頼モデルを実装している場合。

IPMP 構成のトラブルシューティング
このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 25 ページの「IPMP での障害検出」
■ 25 ページの「リンクベースの IPMP 構成でのアウトバウンド負荷分散の無効化」
■ 26 ページの「IPMP グループの作成中に *ipadm: cannot add net0 to ipmp0:

Underlying interface has addresses managed by dhcpagent(1M)* というエラーメッ
セージが表示される」

http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc3964.txt
http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc3964.txt
http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc6343.txt
http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc6343.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc3964.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc6343.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc6343.txt
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注記 - IP ネットワークマルチパス (IPMP) を構成するためのコマンドおよびタスクが変更されま
した。IPMP の構成や管理には、ifconfig コマンドの代わりに ipadm コマンドが使用されるよ
うになりました。これらの 2 つのコマンドが互いにどのように対応するかについては、『Oracle
Solaris 10 から Oracle Solaris 11.2 への移行 』の「ifconfig コマンドと ipadm コマンドの
比較」を参照してください。

IPMP での障害検出
トラフィックを送受信するネットワークの継続的な可用性を保証するために、IPMP は、IPMP
グループのベースとなる IP インタフェース上で障害検出を実行します。故障したインタフェース
は、修復されるまで使用不可能なままになります。残りのアクティブインタフェースはすべて、必
要に応じて、既存のどのスタンバイインタフェースが配備されている間も引き続き機能します。
in.mpathdデーモンは次の種類の障害検出を処理します。

■ プローブベースの障害検出:

■ テストアドレスは構成されていない (推移的プローブ)
■ テストアドレスが構成されている

■ リンクベースの障害検出 (NIC ドライバがサポートしている場合)

詳細は、『Oracle Solaris 11.2 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの管
理 』の「IPMP での障害検出」を参照してください。

リンクベースの IPMP 構成でのアウトバウンド負荷分散の
無効化
リンクベースの IPMP でアウトバウンド負荷分散を無効にすることができます。あるインタフェー
スをスタンバイとしてマークすると、リンクベースまたはプローブベースのどちらの障害検出が使
用されているかには関係なく、そのインタフェースはアクティブインタフェースに障害が発生す
るまで使用されません。リンクベースの障害検出は、in.mpathd デーモンによって常に有効化さ
れています。

ipadm コマンドを次のように使用します。

# ipadm set-ifprop -m ip -p standby=on interface

リンクベースの IPMP でインバウンドおよびアウトバウンド負荷分散がどのように機能するかに
ついては、『Oracle Solaris 11.2 での TCP/IP ネットワーク、IPMP、および IP トンネルの管
理 』の「IPMP を使用する利点」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSTELgnice
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSTELgnice
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=OSTELgnice
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgfazs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgfazs
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAggefr
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAggefr
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IPMP グループの作成中に *ipadm: cannot add net0
to ipmp0: Underlying interface has addresses

managed by dhcpagent(1M)* というエラーメッセージが表
示される
IPMP グループを追加しようとすると、次のエラーメッセージが表示される場合があります。

*ipadm: cannot add net0 to ipmp0: Underlying interface has addresses managed by

 dhcpagent(1M)* 

このメッセージは、アドレスが dhcpagent によって管理されている IP インタフェースを IPMP
グループに追加できないために表示されます。回避方法として、net0 上の DHCP またはス
テートフルアドレス構成、あるいはその両方を無効にしてからそれを IPMP グループに追加しま
す。

VRRP と Oracle Solaris バンドル版 IP フィルタに関する問題のトラ
ブルシューティング

Virtual Router Redundancy Protocol (VRRP) は、ルーターやロードバランサなどに使用
される IP アドレスの高可用性を提供します。Oracle Solaris では、L2 VRRP と L3 VRRP
の両方がサポートされます。詳細は、『ルーターまたはロードバランサとしての Oracle Solaris
11.2 システムの構成 』の第 3 章「仮想ルーター冗長プロトコルの使用」を参照してください。

標準の VRRP マルチキャストアドレス (224.0.0.18/32) は、VRRP が正しく機能するこ
とを保証するために使用されます。詳細については、http://www.rfc-editor.org/rfc/
rfc5798.txt を参照してください。VRRP を Oracle Solaris バンドル版 IP フィルタで使用す
る場合は、マルチキャストアドレスに対して発信または着信 IP トラフィックが許可されているか
どうかを明示的に確認する必要があります。

この情報を確認するには、ipfstat -io コマンドを次のように使用します。

# ipfstat -io

empty list for ipfilter(out)

empty list for ipfilter(in)

このコマンドの出力で、標準のマルチキャストアドレスに対してトラフィックが許可されていない
ことが示されている場合は、各 VRRP ルーターの IP フィルタ構成に次の規則を追加する必要
があります。

# echo "pass out quick on VRRP VIP Interface from VRRP VIP/32 to 224.0.0.18/32 \

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWRTGgkfkc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWRTGgkfkc
http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc5798.txt
http://www.rfc-editor.org/rfc/rfc5798.txt
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pass in quick on VRRP VIP Interface from VRRP IP/32 to 224.0.0.18/32" | ipf -f

IP フィルタ規則セットを構成する方法の詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークのセ
キュリティー保護 』の「アクティブなパケットフィルタリング規則セットに規則を追加する方法」を
参照してください。

TCP/IP ネットワーク上の問題をモニターおよび検出するためのリ
ソース

次の表では、TCP/IP ネットワーク上の問題をモニターおよび検出するためのタスクについて
説明しています。完全な手順については、『Oracle Solaris 11.2 での TCP/IP ネットワー
ク、IPMP、および IP トンネルの管理 』を参照してください。

表 1-1 TCP/IP ネットワークをモニターするためのタスク

タスク コマンドまたは説明 タスク情報

すべての着信 TCP 接続の IP アド
レスをログに記録します。

トランスポート層プロトコルは通常、
正しく動作するために介入を必要と
しません。ただし、状況によっては、ト
ランスポート層プロトコル経由で動
作するサービスをログ記録または変
更することが必要になる場合があり
ます。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「すべての着信
TCP 接続の IP アドレスをロギング
する方法」

リモートホストが動作しているかどう
かを確認します。

ping コマンドを使用して、リモートホ
ストのステータスを確認します。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「リモートホストが
到達可能かどうかの確認」

ホストでパケットが破棄されている
かどうかを検出します。

ping コマンドの -s オプションを使用
して、リモートホストが動作している
にもかかわらず、パケットを破棄して
いるかどうかを確認します。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「ホストとリモート
ホスト間でパケットが失われている
かどうかの確認」

プロトコルごとのネットワークの統計
情報を表示します。

netstat コマンドを使用して、TCP、
Stream Control Transmission
Protocol (SCTP)、およびユーザー
データグラムプロトコル (UDP) エン
ドポイントに対するプロトコルごとの
統計情報を表形式で表示します。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「netstat コマンド
によるネットワークステータスのモニ
タリング」

TCP および UDP 管理を実行しま
す。

netcat (または nc) ユーティリティー
を使用して、TCP 接続の確立、UDP
パケットの送信、すべての TCP およ

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「netcat ユーティ

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWSECettmc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWSECettmc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPA
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPA
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgnkny
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgnkny
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgnkny
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgnkny
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAgnkny
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-54
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-54
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-54
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-54
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-56
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-56
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-56
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-56
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipv6-admintasks-56
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipconfig-142
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipconfig-142
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipconfig-142
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWIPAipconfig-142
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タスク コマンドまたは説明 タスク情報

び UDP ポート上での待機、ポートス
キャンの実行などを行います。

リティーを使用した TCP と UDP の
管理の実行」

IPv4 ルーティングデーモンのアク
ション (すべてのパケット転送を含
む) を追跡します。

routed デーモンの誤動作が疑わ
れる場合は、デーモンのアクティビ
ティーを追跡するログを開始できま
す。routed デーモンを起動すると、こ
のログにはすべてのパケット転送が
記録されます。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「IPv4 ルーティン
グデーモンのアクションのロギング」

リモートホストへのルートを検出しま
す。

traceroute コマンドを使用して、リ
モートシステムへのルートを検出しま
す。この出力には、パケットがたどる
パス内のホップの数が表示されま
す。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「リモートホストま
でのルートの発見」

IPv4 サーバーとクライアントの間の
パケットを確認します。

仲介するトラフィックを確認するため
に、クライアントまたはサーバーのどち
らかに接続されている、ハブから離
れたスヌープシステムを確立します。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「IPv4 サーバー/
クライアント間のパケットを確認する
方法」

パケット転送プロセスをモニターしま
す。

snoop コマンドを使用して、パッケー
ジ (データ) 転送の状態をモニターし
ます。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「snoop コマンド
によるパケット転送のモニタリング」

ネットワークトラフィックを分析しま
す。

TShark コマンド行インタフェース
(CLI) または Wireshark グラフィカ
ルユーザーインタフェース (GUI) を
使用して、ネットワークトラフィックを
分析します。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「TShark および
Wireshark アナライザによるネット
ワークトラフィックの解析」

サーバー上のネットワークトラフィック
をモニターします。

ipstat および tcpstat コマンドを使
用して、サーバー上のネットワークトラ
フィックをモニターします。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「ipstat および
tcpstat コマンドを使用したネット
ワークトラフィックの監視」

IPv6 ネットワーク上のネットワークト
ラフィックをモニターします。

snoop ip6 コマンドを使用して、ネッ
トワークノードの IPv6 パケットのみを
表示します。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「IPv6 ネットワー
クトラフィックのモニタリング」

システム上の IPMP のステータスを
モニターします。

ipmpstat コマンドを使用して、IPMP
のステータスに関するさまざまな
種類の情報を収集します。また、こ
のコマンドを使用すると、各 IPMP
グループのベースとなる IP インタ

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「IPMP 情報のモ
ニタリング」
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タスク コマンドまたは説明 タスク情報

フェースや、各グループで構成されて
いるデータおよびテストアドレスに関
する情報を表示することもできます。

ping、netstat、および traceroute
コマンドの出力を制御します。

IPv6 関連コマンドの表示出力を制
御するファイル内にある DEFAULT_IP
変数を設定する inet_type という名
前のファイルを作成します。

『Oracle Solaris 11.2 での TCP/
IP ネットワーク、IPMP、および IP ト
ンネルの管理 』の「IP 関連コマンド
の表示出力を制御する方法」

データリンクとフロー上のネットワークトラフィックのモニタリング
データリンクとフローは、それぞれ dladm コマンドと flowadm コマンドを使用して構成および管
理します。新しい dlstat コマンドと flowstat コマンドを使用すると、それぞれ、データリンクと
フロー上のネットワークトラフィックに関する統計情報を取得できます。

データリンクとフロー上のネットワークトラフィックをモニターする方法を示す基本的な例のいくつ
かを次に示します。詳細は、dlstat(1M) および flowstat(1M) のマニュアルページを参照
してください。

リンクごとのインバウンドおよびアウトバウンドトラフィックの統計情報は次のように表示します。

# dlstat link

# dlstat show-link link

物理ネットワークデバイスごとのインバウンドおよびアウトバウンドトラフィックの統計情報は次
のように表示します。

# dlstat show-phys link

ポートとリンクアグリゲーションごとのインバウンドおよびアウトバウンドトラフィックの統計情報
は次のように表示します。

# dlstat show-aggr link

その他の例については、『Oracle Solaris 11.2 での仮想ネットワークとネットワークリソースの
管理 』の第 8 章「ネットワークトラフィックとリソース使用状況のモニタリング」を参照してくださ
い。
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 2 ♦  ♦  ♦        第    2    章 

プロファイルベースのネットワーク管理の問題のトラ
ブルシューティング

この章では、リアクティブプロファイルの構成および管理時に発生する可能性のある問題のト
ラブルシューティングについて説明します。リアクティブモードは、ノートブック PC に対して、およ
びネットワーク状態が頻繁に変化する状況で、もっとも一般的に使用されます。

プロファイルベースのネットワーク構成の詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコン
ポーネントの構成と管理 』の第 5 章「Oracle Solaris でのプロファイルベースのネットワーク構
成の管理について」を参照してください。
この章の内容は、次のとおりです。

■ 31 ページの「プロファイルベースのネットワーク構成に関する一般的な質問への答え」
■ 35 ページの「netadm コマンドを使用したプロファイル構成に関する問題のトラブル

シューティング」
■ 36 ページの「すべてのネットワーク接続の現在の状態をモニターする」
■ 37 ページの「netcfg walkprop コマンドを使用したプロファイルプロパティーの表示お

よび設定」

プロファイルベースのネットワーク構成に関する一般的な質問への答
え

ネットワーク管理のリアクティブモードを使用している場合は、次のトラブルシューティング情報を
参照してください。固定モードを使用している場合のネットワーク管理の問題のトラブルシュー
ティングについては、9 ページの「ネットワーク管理に関する一般的な質問への答え」を参照し
てください。詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の
「ネットワーク構成モードについて」を参照してください。

質問: インストール後にシステムで使用されているネットワークモードを確認するにはどうし
たらよいでしょうか。
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回答: ネットワークモードは、インストール中にアクティブにされるプロファイルで確認しま
す。Automatic プロファイルがアクティブにされている場合は、リアクティブモードに
なっています。DefaultFixed プロファイルがアクティブにされている場合は、固定
モードになっています。現在システム上でアクティブになっているモードを確認するに
は、netadm list コマンドを次のように使用します。

# netadm list

質問: インストール後にシステムがデフォルトで固定モードになり、DefaultFixed プロファイ
ルが現在アクティブになっています。リアクティブモードに切り替えるにはどうしたらよ
いでしょうか。

回答: リアクティブモードを有効にするには、netadm enable コマンドを使用して、Automatic
プロファイルまたは別のリアクティブプロファイルに切り替える必要があります。たと
えば、次のように Automatic プロファイルを有効にします。

# netadm enable -p ncp Automatic

質問: IPv6 を plumb しないようにするには、どのようなプロファイルを参照する必要があ
りますか。また、ネットワーク構成のこの側面は、Automated Installer (AI) の使用
時またはインストール時にどのように管理されますか。

回答: IPv6 アドレスが構成されていない任意のプロファイルを作成できます。このプロ
ファイルを有効にした場合、IPv6 は plumb されません。インストール時に AI マ
ニフェストから新しいリアクティブプロファイルを作成することはできません。インス
トール後にリアクティブプロファイルを作成する場合は、netcfg コマンドを使用しま
す。『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「プロ
ファイルの構成」を参照してください。AI マニフェストを使用すると、インストールのあ
と、システムのリブート後にどのプロファイルをアクティブにするかを選択できることに
注意してください。

質問: Oracle Solaris をインストールしたあと、システム上のネームサービスの設定が正し
く設定されていません。どうしたらよいでしょうか。

回答: リアクティブモードの場合、ネームサービスの情報やその他のシステム全体の設定
は、別の主なプロファイルの種類である Location プロファイルで指定されます。詳
細は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「プ
ロファイルタイプの説明」を参照してください。

次の例は、システム上のすべてのプロファイルとその状態を表示する方法を示して
います。このコマンドを使用して、現在アクティブな Location プロファイルを確認し
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ます。この例の 2 番目の部分では、対話型の netcfg セッションを起動したあと、現
在アクティブな Location を選択し、その構成情報を一覧表示する方法を示していま
す。

# netadm list

TYPE        PROFILE        STATE

ncp         DefaultFixed   disabled

ncp         Automatic      online

ncu:phys    net0           offline

ncu:ip      net0           offline

loc         Automatic      online

loc         NoNet          offline

loc         DefaultFixed   offline

# netcfg

netcfg> select loc myloc

netcfg:loc:myloc> list

loc:myloc

      activation-mode                 manual

      enabled                         false

      nameservices                    dns

      nameservices-config-file        "/etc/nsswitch.dns"

      dns-nameservice-configsrc       dhcp

netcfg:loc:myloc>

前の例では、DNS が使用され、/etc/nsswitch.dns ファイルが参照されています。

次の例は、myloc という名前の Location の既存のネームサービスの構成を変更す
る方法を示しています。

# netadm list

TYPE        PROFILE        STATE

ncp         DefaultFixed   disabled

ncp         Automatic      online

ncu:phys    net0           offline

ncu:ip      net0           offline

loc         Automatic      offline

loc         NoNet          offline

loc         DefaultFixed   offline

loc         myloc          online

# netcfg

netcfg> select loc myloc

netcfg:loc:myloc> list

loc:myloc

activation-mode                 manual

enabled                         false

nameservices                    nis

nameservices-config-file        "/etc/nsswitch.nis"

dns-nameservice-configsrc       dhcp

nfsv4-domain
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netcfg:loc:myloc> set nameservices=dns

netcfg:loc:myloc> set nameservices-config-file="/etc/nsswitch.dns"

netcfg:loc:myloc> list

        activation-mode                 system

        enabled                         false

        nameservices                    dns

        nameservices-config-file        "/etc/nsswitch.dns"

netcfg:loc:myloc> commit

Committed changes

netcfg:loc:myloc> exit

Locations の構成の詳細は、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネント
の構成と管理 』の「場所の作成」を参照してください。

質問: デスクトップからネットワーク管理 GUI (以前の NWAM) を起動できません。この
GUI をコマンド行から起動できますか。

回答: この GUI をコマンド行から起動するには、次のコマンドを使用します。

% /usr/lib/nwam-manager

それでも GUI が起動しない場合は、デスクトップパネルの GNOME 通知領域に
ネットワーク管理 GUI のアイコンが表示されていることを確認してください。このア
イコンが表示されていない場合は、マウスの右ボタンを押してデスクトップパネルの
「パネルに追加...」オプションを選択したあと、パネルに通知領域を追加します。

質問: 通常のユーザーとしてコマンド行 (/usr/lib/nwam-manager) からネットワーク管理
GUI を起動したところ、次のメッセージが表示されました: 「別のインスタンスが実行
されています。このインスタンスは今すぐ終了します。」GUI は起動したようでした
が、そのアイコンがデスクトップ上に表示されていません。どのようにしたら GUI に
アクセスできますか。

回答: デスクトップパネルにアイコンが表示されていない場合は、マウスの右ボタンを押し
てデスクトップパネルの「パネルに追加...」オプションを選択したあと、パネルに通知
領域を追加します。
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netadm コマンドを使用したプロファイル構成に関する問題のトラブル
シューティング

システム上のプロファイルに関する情報を表示したり、プロファイルベースのネットワーク構成を
トラブルシューティングしたりするには、netadm list コマンドを適切なオプションおよび引数と
ともに使用します。詳細は、netadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

追加オプションなしで使用された場合、netadm list コマンドは、システム上のすべてのプロ
ファイルとその現在の状態を表示します。

%  netadm list

TYPE         PROFILE        STATE

ncp          DefaultFixed   disabled

ncp          Automatic      online

ncu:phys     net0           online

ncu:ip       net0           online

loc          Automatic      online

loc          NoNet          offline

loc          DefaultFixed   offline

特定のプロファイルに関する情報を表示するには、次の例に示すように、プロファイルの名前を
指定します。ここでは、Automatic プロファイルが指定されています。

% netadm list Automatic

TYPE         PROFILE        STATE

ncp          Automatic      online

ncu:ip       net1           offline

ncu:phys     net1           offline

ncu:ip       net0           online

ncu:phys     net0           online

loc          Automatic      online

システム上の特定のタイプのすべてのプロファイルに関する情報を表示するには、netadm
list コマンドを -p オプションとともに使用します。たとえば、次のようにして、システム上のすべ
ての Location プロファイルを表示します。

% netadm list -p loc

TYPE         PROFILE        STATE

loc          NoNet          offline

loc          Automatic      online

loc          DefaultFixed   offline

次の例では、netadm list コマンドを -c オプションとともに使用して、現在アクティブなプロ
ファイルの構成の詳細を表示します。

% netadm list -c ip

TYPE         PROFILE         STATE

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mnetadm-1m
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ncu:ip       net0            online

netadm list -x コマンドは、ネットワークインタフェースが正しく構成されない場合の原因を特
定する際に役立ちます。このコマンドを使用すると、システム上の各種のプロファイル、その現
在の状態、およびその状態にある理由が表示されます。

たとえば、ケーブルが抜けている場合は、netadm list -x コマンドを使用して、リンク状態がオフ
ラインであるかどうかとその理由 (「link is down」など) を確認します。同様に、重複するアド
レスの検出の場合、netadm list -x コマンドの出力では物理リンクがオンライン (起動中) で
あることが示されますが、IP インタフェースは保守状態にあります。この例では、表示される理
由は「アドレスの重複が検出されました」です。

次の例は、netadm list -x コマンドを使用して取得できる情報の種類を示しています。

% netadm list -x

TYPE        PROFILE        STATE          AUXILIARY STATE

ncp         DefaultFixed   online         active

ncp         Automatic      disabled       disabled by administrator

loc         NoNet          offline        conditions for activation are unmet

loc         DefaultFixed   online         active

loc         Automatic      offline        conditions for activation are unmet

リンクまたはインタフェースがオフラインである理由を特定したら、問題の修正に進むことがで
きます。IP アドレスが重複している場合は、netcfg コマンドを使用して、指定されたインタフェー
スに割り当てられた静的 IP アドレスを変更する必要があります。手順については、『Oracle
Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「プロファイルのプロパティー値
を設定する」を参照してください。変更を確定したら、netadm list -x コマンドを再度実行して、
インタフェースが正しく構成され、その状態が online と表示されることを確認します。

インタフェースが正しく構成されていない理由の別の例として、既知の無線ローカルエリアネッ
トワーク (WLAN) が使用できない場合があります。この場合、WiFi リンクの状態は「offline」
と表示され、その理由は「need WiFi network selection」と表示されます。あるいは、最初
に WiFi の選択が行われたが、鍵が必要な場合、その理由は「need WiFi key」と表示されま
す。

すべてのネットワーク接続の現在の状態をモニターする

ネットワーク管理デーモン nwamd によってモニターされているイベントを待機したり、表示したり
するには、netadm show-events コマンドを使用します。このサブコマンドは、ネットワークプロファ
イルの構成プロセスに関連したイベントに関する役立つ情報を提供します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgjdaq
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgjdaq
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgjdaq
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% netadm show-events

EVENT                    DESCRIPTION

OBJECT_ACTION     ncp Automatic -> action enable

OBJECT_STATE      ncp Automatic -> state online, active

OBJECT_STATE      ncu link:net0 -> state offline*, (re)initialized but not config

OBJECT_STATE      ncu link:net0 -> state online, interface/link is up

OBJECT_STATE      ncu interface:net0 -> state offline*, (re)initialized but not c

OBJECT_STATE      ncu interface:net0 -> state offline*, waiting for IP address to

PRIORITY_GROUP    priority-group: 0

LINK_STATE        net0 -> state up

OBJECT_STATE      loc NoNet -> state offline*, method/service executing

OBJECT_STATE      loc Automatic -> state offline, conditions for activation are u

OBJECT_STATE      loc NoNet -> state online, active

IF_STATE          net0 -> state flags 1004843 addr 10.153.125.198/24

OBJECT_STATE      ncu interface:net0 -> state offline*, interface/link is up

OBJECT_STATE      ncu interface:net0 -> state online, interface/link is up

IF_STATE          net0 -> state flags 2080841 addr 2002:a99:7df0:1:221:28ff:fe3c:

IF_STATE          net0 -> state flags 2004841 addr 2001:db8:1:2::4ee7/128

OBJECT_STATE      loc Automatic -> state offline*, method/service executing

OBJECT_STATE      loc NoNet -> state offline, conditions for activation are unmet

OBJECT_STATE      loc Automatic -> state online, active

netcfg walkprop コマンドを使用したプロファイルプロパティーの表
示および設定

プロファイルの個々のプロパティーや複数のプロパティーを対話的に表示または変更するに
は、netcfg walkprop コマンドを使用します。このコマンドを使用すると、プロファイルのさまざま
なプロパティーを (1 回につき 1 つ) 表示し、必要に応じて各プロパティーを変更することができ
ます。walkprop サブコマンドを使用する場合は、set サブコマンドを使用してプロパティー値を
設定する必要はありません。

walkprop サブコマンドを使用してプロファイルの構成を表示または変更するには、正しい対話
型のスコープ内にいる必要があることに注意してください。『Oracle Solaris 11.2 でのネット
ワークコンポーネントの構成と管理 』の「プロファイルの構成」を参照してください。

手順と例については、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』
の「walkprop サブコマンドを使用してプロファイルのプロパティー値を設定する」を参照してく
ださい。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgjgqw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgjgqw
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgjdfc
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgjdfc
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 3 ♦  ♦  ♦        第    3    章 

ネームサービスの問題のトラブルシューティング

この章では、Oracle Solaris での基本的なネームサービスの構成と、ネットワークの正常な動作
を妨げる可能性のある関連するさまざまな問題を管理およびトラブルシューティングする方法
について説明します。
この章の内容は、次のとおりです。

■ 39 ページの「ネームサービスの構成について」
■ 40 ページの「DNS の問題のトラブルシューティング」
■ 41 ページの「NFS の問題のトラブルシューティング」
■ 43 ページの「ネームサービスのスイッチファイルに関する問題のトラブルシューティン

グ」
■ 44 ページの「NIS の問題のトラブルシューティング」

ネームサービスの構成について

このリリースでは、ネームサービスの構成はサービス管理機能 (SMF) によって管理されます。
この変更は、SMF リポジトリがすべてのネームサービスの構成のためのプライマリリポジトリに
なったため、ネームサービスの構成のために特定のファイルを変更する必要がなくなったことを
示しています。この構成を永続的にするには、適切な SMF サービスを有効にするか、またはリ
フレッシュする必要があります。

インストール後にネットワーク構成が存在しない場合、ネームサービスはデフォルトで nis
files ではなく、files only の動作になります。構成に関する潜在的な問題を回避するため
に、svc:/system/name-service/cache SMF サービスが常に有効になっていることを確認し
てください。詳細は、『Oracle Solaris 11.2 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業:
DNS と NIS 』の第 1 章「ネームサービスとディレクトリサービスについて」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAMintro2ns-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAMintro2ns-2
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DNS の問題のトラブルシューティング
次の手順について説明します。

■ 40 ページの「DNS クライアントの問題をトラブルシューティングする方法」
■ 40 ページの「DNS サーバーの問題をトラブルシューティングする方法」

DNS クライアントの問題をトラブルシューティングする方
法
Oracle Solaris 11 では、DNS クライアントへの永続的な変更を行うために /etc/
resolv.conf ファイルを編集する必要がなくなりました。すべての DNS クライアント構成が
dns/client SMF サービスによって管理されます。DNS クライアントを有効にする方法につい
ては、『Oracle Solaris 11.2 でのネットワークコンポーネントの構成と管理 』の「DNS クライア
ントを有効にする方法」を参照してください。

1. DNS サービスのステータスを確認します。

# svcs -xv dns/client:default

2. DNS クライアントサービスのログを確認します。

# more /var/svc/log/network-dns-client:default.log

3. ネームサーバーの設定を確認します。

# svcprop -p config/nameserver dns/client

4. 検索の設定を確認します。

# svcprop -p config/search dns/client

5. DNS のすべての設定を確認します。

# svcprop -p config dns/client

DNS サーバーの問題をトラブルシューティングする方法
1. DNS サービスのステータスを確認します。

# svcs -xv dns/server:default

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgnlbt
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWCFGgnlbt
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2. DNS サービスのログを確認します。

# more /var/svc/log/network-dns-server:default.log

3. syslog メッセージを確認します。

# grep named /var/adm/messages

4. named デーモンを起動します。

# named -g

5. 問題を解決したら、DNS サービスをクリアします。

# svcadm clear dns/server:default

6. DNS サービスがオンラインに戻ったことを確認します。

# svcs dns/server:default

NFS の問題のトラブルシューティング
次の手順について説明します。

■ 41 ページの「NFS クライアントの接続の問題をトラブルシューティングする方法」
■ 42 ページの「NFS サーバーをリモートで確認する方法」
■ 43 ページの「サーバー上の NFS サービスに関する問題をトラブルシューティングする

方法」

NFS クライアントの接続の問題をトラブルシューティング
する方法

NFS サーバーに接続しているクライアントに関する問題のトラブルシューティングには、根本原
因に応じて、いくつかの手順が必要になる場合があります。次の手順は、NFS クライアントの
接続の問題を解決するためにたどる可能性のある論理的順序に従っています。指定された手
順を実行することによって問題を解決できない場合は、その問題が識別および修正されるま
で、次の手順に進んでください。

1. クライアントシステムから NFS サーバーに接続できることを確認します。
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# ping nfs-server

2. クライアントからサーバーに接続できない場合は、ローカルのネームサービスが実行されてい
ることを確認します。

3. ローカルのネームサービスが実行されている場合は、クライアントのホスト情報が正しいことを
確認します。

# getent hosts nfs-server

4. クライアント上のホスト情報が正しい場合は、別のクライアントから ping コマンドを実行するこ
とによって NSF サーバーへの接続を試みます。

5. 2 番目のクライアントから NFS サーバーに接続できる場合は、ping コマンドを使用して、最初
のクライアントからローカルネットワーク上のほかのいずれかのシステムに接続できるかどうか
を確認します。

# ping other-client-system

6. ほかのクライアントに接続できない場合は、17 ページの「基本的なネットワーク診断チェックの
実行」で説明されている手順に従います。

NFS サーバーをリモートで確認する方法
次の手順では、NFS サーバーをリモートで確認するためにたどる論理的順序を説明していま
す。

1. NFS サーバー上で NFS サービスが開始されていることを確認します。

# rpcinfo -s bee|egrep 'nfs|mountd`

2. クライアント上で次のコマンドを実行することによって、NFS サーバーの nfsd プロセスが応答
していることを確認します。

# rpcinfo -u nfs-server nfs

3. NFS サーバー上で mountd デーモンが実行されていることを確認します。

# rpcinfo -u nfs-server mountd

4. ローカルの autofs サービスが使用されているかどうかを確認します。
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# cd /net/wasp

5. NFS サーバー上でファイルシステムが期待どおりに共有されていることを確認します。

# showmount -e nfs-server

サーバー上の NFS サービスに関する問題をトラブル
シューティングする方法
次の手順では、サーバー上で NFS サービスが実行されているかどうかを確認するためにたど
る論理的順序を説明しています。

1. サーバーがクライアントに到達できることを確認します。

# ping client

2. クライアントに接続できない場合は、ローカルのネームサービスが実行されていることを確認
します。

3. ネームサービスが実行されている場合は、サーバー上のネットワークソフトウェア構成 (/etc/
netmasks ファイルや、svc:/system/name-service/switch SMF サービスに対して設定されて
いるプロパティーなど) を確認します。

4. rpcbind デーモンが実行されているかどうかを確認します。

# rpcinfo -u localhost rpcbind

5. nfsd デーモンが実行されているかどうかを確認します。

# rpcinfo -u localhost nfs

# ps -ef | grep mountd

ネームサービスのスイッチファイルに関する問題のトラブルシューティ
ング

ネームサービスのスイッチファイル (/etc/nsswitch.conf) の現在の構成を次のように確認しま
す。

# svccfg -s name-service/switch listprop config
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NIS の問題のトラブルシューティング
以降の情報では、ネットワーク情報サービス (NIS) (このガイドでは「niss」と呼びます) に関す
る問題をデバッグする方法について説明します。NIS サーバーまたはクライアントの問題をデ
バッグしようとする前に、『Oracle Solaris 11.2 ディレクトリサービスとネームサービスでの作
業: DNS と NIS 』の第 5 章「ネットワーク情報サービスについて」を確認してください。
このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 44 ページの「NIS のバインドに関する問題のトラブルシューティング」
■ 44 ページの「単一クライアントに影響を与える NIS の問題のトラブルシューティング」
■ 49 ページの「複数のクライアントに影響を与える NIS の問題のトラブルシューティン

グ」

NIS のバインドに関する問題のトラブルシューティング
NIS のバインドに関する問題の一般的な現象を次に示します。

■ ypbind デーモンでサーバーが見つからないか、またはサーバーと通信できないというメッセー
ジ。

■ サーバーが応答していないというメッセージ。
■ NIS が使用できないというメッセージ。
■ クライアント上のコマンドがバックグラウンドモードでゆっくり実行されるか、または通常より

はるかに低速である。
■ クライアント上のコマンドがハングアップする。システムが全体としては正常であり、新しい

コマンドも実行できるにもかかわらず、コマンドがハングアップする場合がある。
■ クライアント上のコマンドが不明瞭なメッセージで、または何もメッセージを表示せずにクラッ

シュする。

単一クライアントに影響を与える NIS の問題のトラブル
シューティング

1 台か 2 台のクライアントだけで、NIS のバインドに関する問題を示す症状が発生している場
合は、そのクライアントに問題があると考えられます。ただし、多数の NIS クライアントが正常
にバインドできない場合は、1 台以上の NIS サーバーで問題が発生している可能性がありま

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis1-25461
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis1-25461
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す。49 ページの「複数のクライアントに影響を与える NIS の問題のトラブルシューティン
グ」を参照してください。
次に示すのは、単一クライアントに影響を与える一般的な NIS の問題です。

■ ypbind デーモンがクライアント上で実行されていない

あるクライアントに問題がありますが、同じサブネット上のその他のクライアントは正常に動
作しています。問題のあるクライアント上で、そのクライアントの /etc/passwd ファイル内に
存在しないファイルを含む、多数のユーザーによって所有されているファイルが含まれてい
るディレクトリ (/usr など) で ls -l コマンドを実行します。その結果の表示に、ローカルの /
etc/passwd ファイル内に存在しないファイルの所有者が名前ではなく、番号として含まれ
ている場合は、そのクライアント上で NIS サービスは動作していません。

これらの現象は通常、クライアントの ypbind プロセスが実行されていないことを示しま
す。NIS クライアントサービスが実行されているかどうかを次のように確認します。

client# svcs \*nis\*

STATE          STIME    FMRI

disabled       Sep_01   svc:/network/nis/domain:default

disabled       Sep_01   svc:/network/nis/client:default

これらのサービスが disabled 状態にある場合は、ログインして root 役割になり、NIS クラ
イアントサービスを次のように開始します。

client# svcadm enable network/nis/domain

client# svcadm enable network/nis/client

■ ドメイン名がないか、または正しくない

あるクライアントに問題があり、その他のクライアントは正常に動作していますが、そのクラ
イアント上で ypbind デーモンが実行されています。この場合は、そのクライアントでドメイン
が間違って設定されている可能性があります。

そのクライアント上で domainname コマンドを実行して、どのドメイン名が設定されているか
を確認します。

client# domainname

example.com

その出力を、NIS マスターサーバー上の /var/yp ディレクトリ内の実際のドメイン名と比較
します。次の例に示すように、実際の NIS ドメインは /var/yp ディレクトリ内のサブディレク
トリとして表示されます。



NIS の問題のトラブルシューティング

46 Oracle Solaris 11.2 でのネットワーク管理のトラブルシューティング • 2014 年 7 月

client# ls -l /var/yp

-rwxr-xr-x 1 root Makefile

drwxr-xr-x 2 root binding

drwx------ 2 root example.com

クライアント上の domainname コマンドの出力に表示されたドメイン名が、/var/yp ディレ
クトリ内のサブディレクトリとして表示されたサーバードメイン名と同じでない場合は、nis/
domain サービスの config/domain プロパティー内のドメイン名が正しくありません。NIS ド
メイン名をリセットします。手順については、『Oracle Solaris 11.2 ディレクトリサービスと
ネームサービスでの作業: DNS と NIS 』の「マシンの NIS ドメイン名を設定する方法」を
参照してください。

注記 - NIS ドメイン名では大文字と小文字が区別されます。

■ クライアントがサーバーにバインドされていない

ドメイン名が正しく設定され、ypbind デーモンが実行されているにもかかわらず、依然とし
てコマンドがハングアップする場合は、ypwhich コマンドを実行することによって、クライアン
トがサーバーにバインドされていることを確認してください。直前に ypbind デーモンを起動
した場合は、ypwhich コマンドを実行します。ypwhich コマンドを複数回実行することが必要
になる場合があります。通常、このコマンドをはじめて実行した場合は、ドメインがバインドさ
れていないことが報告されます。このコマンドを 2 回目に実行すると、正常に処理が続行さ
れるはずです。

■ サーバーが使用できない

ドメイン名が正しく設定され、ypbind デーモンも実行されているが、クライアントがサーバー
と通信できないことを示すメッセージが表示される場合は、次のことを確認します。

■ このクライアントには、バインドするサーバーのリストを含む /var/yp/
binding/domainname/ypservers ファイルが存在しますか。選択された NIS サーバー
を表示するには、svcprop -p config/ypservers nis/domain コマンドを使用します。
存在しない場合は、ypinit -c コマンドを実行して、このクライアントがバインドするサー
バーを希望順に指定します。

■ クライアントに /var/yp/binding/domainname/ypservers ファイルが存在する場
合は、1 または 2 台のサーバーが使用できなくなる事態に備えて、そのリストに十
分な台数のサーバーが含まれていますか。選択された NIS サーバーを表示するに

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis2-proc-62
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis2-proc-62
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は、svcprop -p config/ypservers nis/domain コマンドを使用します。含まれていない
場合は、ypinit -c コマンドを実行することによって、リストにサーバーを追加します。

■ /etc/inet/hosts ファイル内に、選択された NIS サーバーのエントリがありますか。選
択された NIS サーバーを表示するには、svcprop -p config/ypservers nis/domain コ
マンドを使用します。これらのホストがローカルの /etc/inet/hosts ファイルに含まれ
ていない場合は、ypinit -c または ypinit -s コマンドを実行することによって、hosts
の NIS マップにサーバーを追加してマップを再構築します。詳細は、『Oracle Solaris
11.2 ディレクトリサービスとネームサービスでの作業: DNS と NIS 』の「NIS マップに
関する作業」を参照してください。

■ ネームサービススイッチが NIS に加えて、システムのローカルの hosts ファイルを確認
するように設定されていますか。詳細は、『Oracle Solaris 11.2 ディレクトリサービス
とネームサービスでの作業: DNS と NIS 』の第 2 章「ネームサービススイッチについ
て」を参照してください。

■ ネームサービススイッチが最初に services の、次に rpc の files を確認するように設
定されていますか。

■ ypwhich の表示に一貫性がない

ypwhich コマンドを同じクライアント上で複数回実行すると、NIS サーバーが変更される
ため、その結果の表示は変化します。これは正常な動作です。NIS クライアントから NIS
サーバーへのバインドは、ネットワークや NIS サーバーを使用中の場合は時間の経過に伴っ
て変化します。ネットワークは、可能であれば常に、すべてのクライアントが NIS サーバー
から受け入れ可能な応答時間を受信した時点で安定した状態になります。クライアントが
NIS サービスを受けるかぎり、そのサービスがどこから来ているかは問題になりません。たと
えば、ある NIS サーバーが、ネットワーク上の別の NIS サーバーから NIS サービスを受ける
ことができます。

■ サーバーのバインドが不可能な場合の対処

ローカルサーバーのバインドが不可能な極端なケースでは、可能であれば、ypbind コマンド
の ypset オプションを使用して、別のネットワークまたはサブネット上の別のサーバーへのバ
インドを一時的に許可します。-ypset オプションを使用するには、-ypset または -ypsetme
のどちらかのオプションを使用して ypbind デーモンを起動する必要があることに注意して
ください。詳細は、ypbind(1M) のマニュアルページを参照してください。

# /usr/lib/netsvc/yp/ypbind -ypset

別の方法については、『Oracle Solaris 11.2 ディレクトリサービスとネームサービスでの作
業: DNS と NIS 』の「特定の NIS サーバーへのバインド」を参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis2-11278
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis2-11278
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis2-11278
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAMa12swit-86415
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAMa12swit-86415
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAMa12swit-86415
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mypbind-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis2-manualbind-1
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=SVNAManis2-manualbind-1
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注意 - セキュリティー上の理由から、-ypset または -ypsetme オプションの使用はお勧めでき
ません。これらのオプションは、制御された環境でのデバッグの目的にのみ使用してくださ
い。-ypset または -ypsetme オプションを使用すると、重大なセキュリティー侵害につながる場
合があります。デーモンの実行中、だれでもサーバーのバインドを変更することができるため、
これによって機密データへの不正なアクセスが許可される場合があります。このどちらかのオ
プションを使用して ypbind デーモンを起動する必要がある場合は、問題を修正したあとに
ypbind プロセスを強制終了し、次にこれらのオプションを指定せずにデーモンを再起動してく
ださい。

ypbind デーモンを次のように再起動します。

# svcadm enable -r svc:/network/nis/client:default

ypset(1M) のマニュアルページを参照してください。

■ ypbind デーモンがクラッシュする

ypbind デーモンが起動のたびにほぼ即座にクラッシュする場合は、svc:/network/nis/
client:default サービスログに問題が含まれていないかどうか調べてください。rpcbind
デーモンの存在を次のように確認します。

% ps -e |grep rpcbind

rpcbind デーモンが存在しないか、安定しないか、または異常な動作を行う場合は、svc:/
network/rpc/bind:default ログファイルを確認してください。詳細は、rpcbind(1M) お
よび rpcinfo(1M) のマニュアルページを参照してください。

正常に機能しているシステムから、問題のあるクライアント上の rpcbind デーモンと通信で
きる可能性があります。

機能しているシステムから、次のコマンドを実行します。

% rpcinfo client

問題のあるシステム上の rpcbind デーモンが正常な場合は、次の出力が表示されます。

program version netid address service owner

...

100007    3    udp6      ::.191.161          ypbind     1

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mypset-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mrpcbind-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mrpcinfo-1m
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100007    3    tcp6      ::.135.200          ypbind     1

100007    3    udp       0.0.0.0.240.221     ypbind     1

100007    2    udp       0.0.0.0.240.221     ypbind     1

100007    1    udp       0.0.0.0.240.221     ypbind     1

100007    3    tcp       0.0.0.0.250.107     ypbind     1

100007    2    tcp       0.0.0.0.250.107     ypbind     1

100007    1    tcp       0.0.0.0.250.107     ypbind     1

100007    3    ticlts    2\000\000\000       ypbind     1

100007    2    ticlts    2\000\000\000       ypbind     1

100007    3    ticotsord 9\000\000\000       ypbind     1

100007    2    ticotsord 9\000\000\000       ypbind     1

100007    3    ticots    @\000\000\000       ypbind     1

...

アドレスが表示されない場合は (システムによってアドレスは異なります)、ypbind デーモン
でそのサービスを登録できませんでした。システムをリブートし、rpcinfo コマンドを再度実行
してください。ypbind プロセスがそこに存在し、NIS サービスを再起動しようとするたびに
変更される場合は、rpcbind デーモンが実行されている場合でもシステムをリブートします。

複数のクライアントに影響を与える NIS の問題のトラブル
シューティング

1 台か 2 台のクライアントだけで、NIS のバインドに関する問題を示す症状が発生している場
合は、そのクライアントに問題があると考えられます。44 ページの「単一クライアントに影響
を与える NIS の問題のトラブルシューティング」を参照してください。ただし、複数の NIS クラ
イアントが正常にバインドできない場合は、1 台以上の NIS サーバーで問題が発生している可
能性がもっとも高くなります。
次に示すのは、複数のクライアントに影響を与える可能性のある一般的な NIS の問題です。

■ rpc.yppasswdd が r で始まる制限のないシェルを制限付きと見なしている

この問題を解決するには、次の手順を実行します。

1. "check_restricted_shell_name=1" という特殊な文字列を含む /etc/default/
yppasswdd ファイルを作成します。

2. "check_restricted_shell_name=1" の文字列がコメントアウトされている場合、r の確
認は実行されません。
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■ ネットワークまたはサーバーに接続できない

ネットワークまたは NIS サーバーがあまりにも過負荷であるために、ypserv デーモンがクラ
イアントの ypbind プロセスから返された応答をタイムアウト期間以内に受信できない場合
は、NIS がハングアップすることがあります。NIS はまた、ネットワークがダウンしている場合
にもハングアップすることがあります。

このどちらの状況でも、ネットワーク上のすべてのクライアントで同じか、または同様の問題
が発生します。ほとんどの場合、この状態は一時的です。これらのメッセージは通常、NIS
サーバーが ypserv デーモンをリブートおよび再起動するか、NIS サーバー上またはネットワー
ク自体の負荷が減るか、またはネットワークが通常の動作を再開すると消えます。

■ サーバーの誤動作

サーバーが起動され、実行されていることを確認します。サーバーに物理的に近い場所にい
ない場合は、ping コマンドを使用して、サーバーに接続できるかどうかを確認します。

■ NIS デーモンが実行されていない

サーバーが起動および実行されている場合は、正常に動作しているクライアントを見つけ
て、そのクライアント上で ypwhich コマンドを実行してみてください。ypwhich コマンドが応
答しない場合は、強制終了します。次に、NIS サーバー上で root 役割になり、NIS プロセス
が実行されているかどうかを次のように確認します。

# ptree |grep ypbind

100759 /usr/lib/netsvc/yp/ypbind -broadcast

527360 grep yp

ypserv デーモン (NIS サーバー) も ypbind デーモン (NIS クライアント) デーモンも実行さ
れていない場合は、これらのデーモンを次のように再起動します。

NIS クライアントサービスを次のように再起動します。

# svcadm restart network/nis/client

NIS サーバー上で ypserv プロセスと ypbind プロセスの両方が実行されている場合
は、ypwhich コマンドを実行します。このコマンドが応答しない場合、ypserv デーモンはおそ
らくハングアップしているため、再起動してください。

サーバー上で、NIS サービスを次のように再起動します。

# svcadm restart network/nis/server

■ サーバーに NIS マップの異なるバージョンが存在する
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NIS はサーバー間でマップを伝播するため、ネットワーク上の各種の NIS サーバー上に同じ
マップの異なるバージョンが見つかる場合があります。このバージョンの不一致は、その違
いがそれほど長く続かなければ正常であり、受け入れ可能です。

マップの不一致のもっとも一般的な原因は、マップの正常な伝播が妨げられている場合で
す。たとえば、NIS サーバーまたは NIS サーバー間に配置されているルーターが停止してい
る場合があります。すべての NIS サーバーおよび NIS サーバー間のルーターが実行されて
いる場合、ypxfr コマンドは成功します。

サーバーおよびルーターが正常に機能している場合は、次のように処理を続行します。

■ ypxfr のログ出力をチェックします。例3-1「ypxfr コマンドの出力のロギング」 を参照し
てください。

■ svc:/network/nis/xfr:default ログファイルにエラーが表示されていないかどうかを
チェックします。

■ 制御ファイル (crontab ファイルと yupxfr シェルスクリプト) を確認します。

■ マスターサーバー上の ypservers マップをチェックします。

■ ypserv プロセスがクラッシュする

ypserv プロセスがほぼ即座にクラッシュし、起動を繰り返しても安定しない場合、デバッグ
プロセスは、ypbind のクラッシュに対するデバッグプロセスとほぼ同じです。

まず、次のコマンドを実行して、何らかのエラーが報告されているかどうかを確認します。

# svcs -vx nis/server

rpcbind デーモンが存在するかどうかを、次のようにチェックします。

# ptree |grep rpcbind

デーモンが見つからない場合は、サーバーをリブートします。このデーモンが実行されている
場合は、次のコマンドを実行し、同様の出力を探してください。

# rpcinfo -p ypserver

program vers     proto  port  service

100000 4     tcp 111 portmapper

100000 3     tcp 111 portmapper

100068 2     udp  32813 cmsd

...

100007 1     tcp  34900 ypbind
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100004 2     udp 731 ypserv

100004 1     udp 731 ypserv

100004 1     tcp 732 ypserv

100004 2     tcp  32772 ypserv

前の例では、次の 4 つのエントリが ypserv プロセスを表しています。

100004     2     udp  731  ypserv

100004  1  udp  731  ypserv

100004  1  tcp  732  ypserv

100004  2  tcp   32772  ypserv

これらのエントリが存在せず、ypserv がそのサービスを rpcbind に登録できない場合は、
システムをリブートします。エントリが存在する場合は、ypserv を再起動する前に rpcbind
からこのサービスの登録を解除します。たとえば、次のようにして rpcbind からこのサービス
の登録を解除します。

# rpcinfo -d number 1

# rpcinfo -d number 2

ここで、number は rpcinfo によって報告された ID 番号 (前の例では 100004) です。

例   3-1 ypxfr コマンドの出力のロギング

■ 特定のスレーブサーバーでマップの更新に関する問題が発生している場合は、そのサーバー
にログインし、ypxfr コマンドを対話的に実行します。

このコマンドが失敗した場合は、失敗した原因に関するメッセージが表示され、その問題を
修正できるようになります。このコマンドは成功するが、失敗した場合もあったと疑われる場
合は、次のように、そのスレーブサーバー上にログファイルを作成してメッセージのロギングを
有効にします。

ypslave# cd /var/yp

ypslave# touch ypxfr.log

このログファイルの出力は、ypxfr コマンドを対話的に実行したときの出力に似ています
が、ログファイル内の各行にはタイムスタンプが記録される点が異なります。タイムスタンプ
の順序が異常なことに気付いた場合、それは、ログには ypxfr コマンドが実際に実行され
た各時間が示されているためです。ypxfr の複数のコピーが同時に実行されたが、その完
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了にかかった時間が異なる場合は、各コピーによって、そのコマンドが実行されたのとは異
なる順序でサマリーステータス行がログファイルに書き込まれる可能性があります。断続的
に発生するあらゆる種類の障害がログに記録されます。

注記 - 問題を解決したら、ログファイルを削除することによってロギングを無効にします。削除し
忘れた場合は、そのファイルが無制限に拡張し続けます。

■ crontab ファイルと ypxfr シェルスクリプトを確認します。

root crontab ファイルを検査し、そのファイルが起動した ypxfr シェルスクリプトを確認し
ます。これらファイルにタイプミスがあると、伝播に関する問題が発生します。/var/spool/
cron/crontabs/root ファイル内でシェルスクリプトを参照できない場合のほか、いずれか
のシェルスクリプト内でマップを参照できない場合にもエラーが発生することがあります。

■ ypservers マップを確認します。

また、NIS スレーブサーバーが、そのドメインのマスターサーバー上の ypservers マップに記
載されていることも確認してください。記載されていない場合でも、スレーブサーバーは引き
続きサーバーとして完全に動作しますが、yppush はマップの変更をそのスレーブサーバーに
伝播しません。

■ 壊れたスレーブサーバー上のマップを更新します。

NIS スレーブサーバーの問題が明らかでない場合は、scp または ssh コマンドを使用して、
問題のデバッグ中に回避方法を実行できます。これらのコマンドは、一貫性のないマップの
最新バージョンをいずれかの正常な NIS サーバーからコピーします。

次の例は、問題のあるマップを転送する方法を示しています。

ypslave# scp ypmaster:/var/yp/mydomain/map.\* /var/yp/mydomain

前の例では、* 文字がコマンド行でエスケープされ、それがローカルに ypslave でではな
く、ypmaster で展開されるようにしています。
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 4 ♦  ♦  ♦        第    4    章 

network-monitor トランスポートモジュールユーティ
リティーを使用したネットワーク診断の実行

この章では、ネットワーク診断モニタリングユーティリティーを使用して、Oracle Solaris システ
ム上の誤って構成されたネットワークリソースやエラー状態を検出する方法について説明しま
す。
この章の内容は、次のとおりです。

■ 55 ページの「network-monitor トランスポートモジュールユーティリティーの概要」

■ 57 ページの「network-monitor モジュールの管理」

■ 57 ページの「network-monitor モジュールによって生成されたレポートの取得」

■ 59 ページの「fmstat コマンドを使用した network-monitor モジュールの統計情報の
表示」

■ 59 ページの「svc:/network/diagnostics SMF サービスによるプローブの使用の制
御」

network-monitor トランスポートモジュールユーティリティーの概要

network-monitor (この章ではモニターとも呼びます) は、Oracle Solaris 11 システム上で
ネットワーク診断を実行するために使用される障害管理デーモン (fmd) トランスポートモジュー
ルユーティリティーです。このユーティリティーはネットワークリソースをモニターし、ネットワーク機
能の制限や縮退につながる可能性のある状態を報告します。モニターが異常なネットワーク条
件を検出すると、レポート (ireport と呼ばれます) が生成されます。fmdump コマンドを使用して
ireport を取得できます。57 ページの「network-monitor モジュールによって生成されたレ
ポートの取得」を参照してください。このモニターによって、エラー状態のそれ以上の診断や、追
加の復旧アクションが実行されることはありません。詳細は、network-diagnostics(4) の
マニュアルページを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36784&id=REFMAN4network-diagnostics-4
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このモニターは、svc:/network/diagnostics サービス管理機能 (SMF) サービス内に格納
されているプロパティー値によって制御されます。詳細は、59 ページの「svc:/network/
diagnostics SMF サービスによるプローブの使用の制御」を参照してください。

データリンクの MTU の不一致エラーが検出される方法

このエラー状態は、2 つのピアデータリンク間の最大転送単位 (MTU) に不一致が存在する場
合に発生します。あるデータリンクがピアデータリンクで受信可能なサイズより大きいフレームを
送信する可能性があるため、このタイプの不一致によってフレームが破棄される場合がありま
す。このモニターは、MTU が大きすぎる、ローカルシステム上のすべてのデータリンクを検出し
ようとします。データリンクは、システムの起動時に 1 回検証されたあと、MTU の変更が発生
したときに再度検証されます。

MTU の検証は、Link-Layer Discovery Protocol (LLDP) または Internet Control
Message Protocol (ICMP) のどちらかのプローブ方法を使用して実行されます。LLDP サー
ビスが有効になっているピアホストは、情報交換に MTU の詳細を含めることができます。
このユーティリティーは、ピアの MTU 情報を抽出することによって MTU の検証を実行しま
す。LLDP 情報が使用できない場合、このモニターは、データリンクの MTU に達するまで一
連の異なるサイズの ICMP プローブを転送することによって MTU を検証しようとします。この
ユーティリティーが、最大サイズのプローブを使用したターゲットへの接続に常に失敗する場合
は、不一致のフラグが付けられます。

データリンクの VLAN ID の不一致エラーが検出される方
法

仮想ローカルエリアネットワーク (VLAN) は、エンドシステムの各ホストを同じブロードキャスト
ドメインにグループ化するために使用されます。VLAN 上の各ホストが同じ LAN 上には存在
しない可能性がありますが、その場合でも、各ホストはレイヤー 2 (L2) プロトコルを使用して別
のホストと通信できます。逆に、同じ LAN 上に存在しても、VLAN が異なるホストは L2 プロ
トコルを使用して通信することができません。VLAN 上に存在する各ホストは、ネットワークイン
タフェースを使用して VLAN 上のほかのホストと通信します。VLAN は、関連するネットワーク
インタフェースを経由して LLDP デーモンによって各ピアにエクスポートされる VLAN 識別子
(VID) で識別されます。これらのピアは通常、ネットワークデバイスであり、これには、VID を使
用して対応するホストにデータパケットを転送するスイッチなどが含まれます。
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関連するネットワークインタフェース上で VID が正しく構成されていない場合は、ホストが目
的のパケットを受信できない可能性があります。VLAN ID 不一致モニターは、VID 情報を
VLAN 情報が変更されるたび、システムのブート時、さらに定期的に検証するため、このタイ
プの構成ミスを取り込むことができます。インタフェースの VID が変更された場合は、適切な
ireport メッセージが生成されます。VLAN 情報は LLDP パケットを使用して検証されるた
め、ピアホストで LLDP サービスが有効になっている必要があります。『Oracle Solaris 11.2
でのネットワークデータリンクの管理 』の第 5 章「リンク層検出プロトコルによるネットワーク接
続情報の交換」を参照してください。

network-monitor モジュールの管理

fmadm コマンドは、モニターの現在のステータスを報告し、次の例に示すように、障害モニタリン
グを実行しているときは active と表示されます。

# fmadm config

  MODULE                   VERSION STATUS  DESCRIPTION

  cpumem-retire            1.1     active  CPU/Memory Retire Agent

  disk-diagnosis           0.1     active  Disk Diagnosis engine

  ...

  network-monitor          1.0     active  Network monitor

/usr/lib/fm/fmd/plugins/network-monitor.conf 構成ファイルには、network-monitor
の状態を制御する enable プロパティーがあります。モニターを有効にするには、次のように
enable プロパティーを true に設定します。

# enable

#

# Enable/disable the network-monitor.

#

setprop enable true

モニターはリブート時にアクティブになります。

network-monitor モジュールによって生成されたレポートの取得

ネットワークに関する問題が発生した場合や、ネットワークパフォーマンスの縮退が疑われる場
合は、fmdump コマンドを使用して、network-monitor によって生成された ireport を取得でき
ます。これらのレポートには、潜在的な問題が検出されたデータリンクの名前が含まれています。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWDLKgkxjf
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWDLKgkxjf
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=NWDLKgkxjf
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たとえば、次のコマンドを実行することによって ireport を取得できます。

# fmdump -IVp -c 'ireport.os.sunos.net.datalink.*'

-I 情報レポートを取得することを指定します。

-V レポートの内容をダンプすることを指定します。

-p レポートを出力することを指定します。

-c class イベントのタイプを指定します。
-c class オプションを使用すると、特定のクラスに一致するイベン
トのみを出力できます。このモニターによって生成されたイベントに
は、'ireport.os.sunos.net.datalink' のクラス接頭辞が使用されま
す。

詳細は、fmdump(1M) のマニュアルページを参照してください。

次の例は、network-monitor によって送信された ireport の出力を示しています。

nvlist version: 0 

     class = ireport.os.sunos.net.datalink.mtu_mismatch 

     version = 0x0 

     uuid = f3832064-e83b-6ce8-9545-8588db76493d 

     pri = high 

     detector = fmd:///module/network-monitor 

     attr = (embedded nvlist) 

     nvlist version: 0 

  linkname = net0 

  linkid = 0x3 

  mtu = 0x1b58 

     (end attr) 

 __ttl = 0x1 

 __tod = 0x513a4f2e 0x279ba218

この特定の ireport の出力には、次の情報が含まれています。

class エラー状態のタイプを指定します。network-monitor モジュールによって
送信された ireport には、ireport.os.sunos.net.datalink の接頭辞
が付けられます。前の例に示したように、この情報は -c オプションで指
定されます。

linkname この状態が検出されたデータリンクの名前を指定します。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mfmdump-1m


fmstat コマンドを使用した network-monitor モジュールの統計情報の表示

第 4 章 network-monitor トランスポートモジュールユーティリティーを使用したネットワーク診断の実行 59

fmstat コマンドを使用した network-monitor モジュールの統計情報
の表示

fmstat コマンドは、障害管理モジュールの統計情報を報告します。また、このコマンドを使用す
ると、network-monitor トランスポートモジュールユーティリティーを含む、現在障害管理に参加
している診断エンジンやエージェントの統計情報を表示することもできます。

特定の障害管理モジュールによって保持されている統計情報を表示するには、次のコマンド構
文を使用します。

# fmstat -m module

ここで、-m module は障害管理モジュールを指定します。

たとえば、network-monitor の統計情報は、次のように表示します。

# fmstat -m network-monitor

                NAME VALUE            DESCRIPTION

mtu-mismatch.allocerr 0                memory allocation errors

mtu-mismatch.enabled true             operating status for mtu-mismatch

mtu-mismatch.nprobes 7                number of transmitted ICMP probes

mtu-mismatch.procerr 0                errors processing datalinks

          sysev_drop 0                number of dropped sysevents

vlan-mismatch.enabled true             operating status for vlan-mismatch

fmstat コマンドの使用の詳細は、fmstat(1M) のマニュアルページを参照してください。

障害管理に参加しているモジュールのリストを取得するには、fmadm コマンドを使用しま
す。fmadm(1M) のマニュアルページを参照してください。

svc:/network/diagnostics SMF サービスによるプローブの使用の
制御

このモニターが実行する診断のタイプは、svc:/network/diagnostics SMF サービスの
policy/allow_probes プロパティー内に格納されている値によって制御されます。このプロパ
ティーによって、診断エージェントがネットワークに関する問題のモニタリングや報告の目的で
プローブパケットを転送できるかどうかが決定されます。このプロパティーの値を設定または
変更するには、svccfg コマンドを使用します。有効な値は true と false です。デフォルトで
は、このプロパティーは true に設定されています。詳細は、svccfg(1M) および network-
diagnostics(4) のマニュアルページを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mfmstat-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Mfmadm-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E56342&id=REFMAN1Msvccfg-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36784&id=REFMAN4network-diagnostics-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E36784&id=REFMAN4network-diagnostics-4
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例   4-1 診断プローブの転送の無効化

次の例は、svc:/network/diagnostics SMF サービスの policy/allow_probes プロパティー
を false に設定することによって診断プローブの転送を無効にする方法を示しています。変更
を有効にするには、デフォルト値を変更したあとに SMF サービスをリフレッシュする必要があり
ます。

# svccfg -s network/diagnostics setprop policy/allow_probes = boolean: false

# svccfg -s network/diagnostics refresh
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